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１０月５日（金）にアットビジネスセンター横浜西

口駅前で、平成３０年度の政策センター会議が開催さ

れブロック委員として出席してきました。 

政策センターの委員は、学識者と各ブロックからの

選出委員で構成されています。全国連合会からは久保

会長をはじめ三役が出席されました。 

冒頭に久保会長より政策センターの委員に向け、セ

ンターとしての役割と課題について話されました。 

その内容としては、現行の国の政策での課題に対し

ての改善要望や、育成会が大切にしている権利擁護の

充実に向け、障がいのある人を中心にした政策提言を

行っていきたいとありました。 

今回の会議での協議事項としては、全国連合会が厚

生労働省と文部科学省に７月に提出した平成３１年

度概算要求に向けての要望内容の振り返りと、先日公

表された概算要求のうち、厚生労働省の障害保健福祉

部と文部科学省特別支援教育課の政策概要から、今後

全国連合会として取り組むべき課題の抽出を主に行

いました。 

その中では、以前より全国大会やブロック大会で本

人決議文の項目に入っている「療育手帳のカード化」

について前進しつつあるという報告もありました。 

現在、山口県では紙製の療育手帳かプラスチック製

のカードを選択により交付しています。カード型の手

帳の特徴として、長所は丈夫で汚れにくく携帯に便利

ですが、短所として記載事項に変更（判定や住所）が

あると、その都度再発行が必要になります。また、名

刺大のカードのため紛失される方も多いようです。 

今回の療育手帳のカード化を実施するか否かにつ

いては、判定機関である都道府県や政令市の判断によ

るという事です。カード化をするためには予算の確保 

 

 

 

等が必要となりますので、大阪市育成会としても大阪

市に対しての要望活動のひとつに組み入れていきた

いと考えています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

この他の議題として、各地区の育成会が市町村の担

当課に福祉の状況をお伝えするツールを政策センタ

ーで作成しており、その内容の検討をしました。 

障害者総合支援法でサービスが充実してきていま

すが、各地方公共団体では必須事業でも事業所数が不

足していたり、必要なサービスであっても任意事業な

ので取り組まれていなかったりと、地方公共団体によ

って福祉サービスにバラつきがあります。そのため、

育成会と市町村がともに地元の福祉施策をより良く

するため、検討材料の提供をしていくようなツールを

作成しているという事でした。 

私たちの子どもも平成１８年に障害者自立支援法

が出来た頃から状態も変化してきています。地元の福

祉施策や障がい福祉サービス事業所もなかなか変化

がありませんが、このツールを使って、行政との話し

あいの場を持ちながらサービスが使いやすくなるキ

ッカケになればと思いました。 

政策センターも次年度の政策提言に向けて動き出 

しています。会員の皆さんのお声を届けることができ

ますので、ご意見等がありましたらお声かけください。 
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